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＜参考＞ 

1．国際勧告等との関連 
  (l)  本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４１３に準拠している。 

 

 （注）本文中の“ＣＣＩＴＴ”の記述は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９

３）の結果を受けて、 

・ＣＣＩＴＴ勧告については、ＩＴＵ－Ｔ勧告 

・ＣＣＩＴＴの組織については、ＩＴＵ－ＴＳ 

・１９９３年３月のＣＣＩＴＴ総会については、世界電気通信標準化会議（ＷＴ ＳＣ－９３）

と読み換えてください。 

 

2．上記国際勧告等に対する追加項目等 
  (1)  本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

   (a)  ２．３．１．１節の「セルベース物理レイヤ」の記述 

 本項目を削除した理由：ＴＢ 参照点ではＳＤＨベース物理レイヤを標準とすることとなったため。 

   (b)  ２．３．２．１節の「セルベース物理レイヤ」の記述 

 本項目を削除した理由：ＴＢ 参照点ではＳＤＨベース物理レイヤを標準とすることとなったため。 

   (c)  ２．５．２節の「セルベース運用保守フロー」の記述 

 本項目を削除した理由：ＴＢ 参照点ではＳＤＨベース物理レイヤを標準とすることとなったため。 

 

3．改版の履歴 
 

 版 数 制  定  日 改 版 内 容 

 第１版   平成 ５年４月２７日   制 定 

 

4．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

5．その他 
  (1)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

(a)  参照点ＳＢ における物理構成（２．２節） 

(b)  ＳＢ 参照点におけるインタフェース（２．３節） 

(c)  機能群の完全な記述（２．５．１節） 

(d)  Ｂ－ＮＴ１の電源供給方法（２．５．２節） 

(e)  ＳＢ インタフェースからのＢ－ＴＥへの給電（２．５．４節） 

(f)  物理レイヤと管理プレーン間でやりとりされる情報（３．１．３節） 

(g)  ノーマルモード以外の動作モード（３．２節） 

(h)  給電規定（３．３．４節） 

(i)  起動／停止（３．３．５節） 

(j)  セル同期やヘッダ誤り品質を監視するのに必要な保守情報の定義（４．節） 

 

  (2)  参照している勧告・標準等 

ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｉ４３２ 

ＣＣＩＴＴ勧告：Ｉ．４１３、Ｉ．３２１、Ｉ．６１０、Ｘ．２００ 



ＪＴ－Ｉ４１３

目　　　次

1．はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2．ユーザ・網インタフェースの参照構成 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 1

2.1　機能群と参照点････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2.2　物理的な実現例････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2.3　ＴＢおよびＳＢ参照点におけるインタフェースの基本特性････････････････････････････････････ 2

2.4　ＩＳＤＮインタフェース間の関係････････････････････････････････････････････････････････ 6

2.5　機能群への広帯域ＩＳＤＮモデルの適用･･････････････････････････････････････････････････ 6

3．物理レイヤ情報フローとインタフェース機能 ･････････････････････････････････････････････････ 7

3.1　他のサブレイヤ及びエンティティとの関係････････････････････････････････････････････････ 7

3.2　動作モード････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 9

3.3　インタフェースの機能･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 9

4．ＵＮＩに関連する運用保守機能 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 9



- 1 - ＪＴ－Ｉ４１３

１．はじめに

　本標準は、広帯域ＩＳＤＮのユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）に対する参照構成と物理的な実現例

を規定している。広帯域ＩＳＤＮのプロトコル参照モデルによる物理レイヤの情報フローとインタフェー

ス機能を定義する。ユーザ・アクセスに対する参照構成とインタフェース仕様に関係する運用保守もまた

規定する。

２．ユーザ・網インタフェースの参照構成

2.1　機能群と参照点

　ＩＳＤＮの基本アクセスと一次群アクセスに対して図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１で定義される参照構成は、

広帯域ＩＳＤＮアクセスの全ての状況に適切であることが十分に考慮されている。

　図２－１／ＪＴ－Ｉ４１３は、以下に含まれる広帯域ＩＳＤＮの参照構成を表す。

機能群：Ｂ－ＮＴ１、Ｂ－ＮＴ２、Ｂ－ＴＥ１、ＴＥ２、Ｂ－ＴＥ２、Ｂ－ＴＡ；

参照点：ＴＢ、ＳＢ、Ｒ

図２－１／ＪＴ－Ｉ４１３　広帯域ＩＳＤＮの参照構成

（ＣＣＩＴＴ　Ｉ．４１３）

　広帯域側面を明確に説明するために、広帯域能力を有する参照点と機能群の表記は、Ｂの文字が付加さ

れる（例えばＢ－ＮＴ１，ＴＢ）。広帯域の機能群は、ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ４１１で定義される機能群

に相当する。参照点Ｒのインタフェースは、広帯域能力を持っても持たなくても良い。

2.2　物理的な実現例

　図２－２／ＪＴ－Ｉ４１３に、種々の参照点において物理的なインタフェースの組み合わせによる物理

的な構成の例を図示する。この例は参照点ＳＢとＴＢで標準化されたインタフェースによってサポートされ

る構成を含む。別の構成もまた存在するかもしれない。例えばＬＡＮエミュレーションやその他のアプリ

ケーションをサポートするために、Ｂ－ＮＴ２の物理的な構成は、分散されるかまたは共有の媒体が使用

されるかもしれない。

TE2
or

B-TE2

B-TE1

B-TA

B-NT2 B-NT1

SB TB

R SB

参照点

機能群

Ｂ－ＴＡ…広帯域端末アダプタ

Ｂ－ＴＥ…広帯域端末装置

Ｂ－ＮＴ…広帯域網終端装置
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　図２－３／ＪＴ－Ｉ４１３は、可能な物理構成を説明している。しかし、他の構成を除外していない。

参照点ＳＢにおいて単一のインタフェースで図２－３／ＪＴ－Ｉ４１３で説明された構成と異なる構成を

カバーすることができるかどうかは今後の検討課題である。

　図２－２ａ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２ｂ／ＪＴ－Ｉ４１３は、ＳＢおよびＴＢ参照点が分離したインタ

フェースを示す。図２－２ｃ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２ｄ／ＪＴ－Ｉ４１３は、ＴＢがない場合のＳＢに

おけるインタフェースを示す。図２－２ｅ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２ｆ／ＪＴ－Ｉ４１３は、ＳＢがな

い場合のＴＢにおけるインタフェースを示す。図２－２ｇ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２ｈ／ＪＴ－Ｉ４１

３は、Ｓ、ＳＢ、および、ＴＢが分離したインタフェースを示す。図２－２ｉ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２

ｊ／ＪＴ－Ｉ４１３は、ＳＢとＴＢが縮退したインタフェースを示す。

　さらに、図２－２ｂ／ＪＴ－Ｉ４１３、図２－２ｄ／ＪＴ－Ｉ４１３、図２－２ｆ／ＪＴ－Ｉ４１３、

図２－２ｈ／ＪＴ－Ｉ４１３、および、図２－２ｊ／ＪＴ－Ｉ４１３は、参照点Ｒにおけるインタフェー

スを示す。

2.3　ＴＢおよびＳＢ参照点におけるインタフェースの基本特性

2.3.1　155 520kbit/s インタフェースの特性

2.3.1.1　ＴＢ参照点におけるインタフェース

　物理レイヤにおけるこのインタフェースには、ＳＤＨベース物理レイヤを適用する。

　ＴＢ参照点において、インタフェースは１つのＢ－ＮＴ１につき唯１つである。物理媒体の運用は、１

つの送信部につき１つの受信部があるポイント・ポイントである。

　ＴＢ参照点において、ＡＴＭおよび上位レイヤにてオプションとしてポイント・マルチポイント構成が

使用される場合は、該当するレイヤと物理レイヤの関係についての検討が必要である。

2.3.1.2　ＳＢ参照点におけるインタフェース

　このインタフェースに適用する物理レイヤについては、今後の検討課題である。ＡＴＭレイヤは、ＳＤ

Ｈベース物理レイヤ、セルベース物理レイヤのどちらにも共通である。

　１つのＢ－ＮＴ２につき１つまたは複数のＳＢインタフェースがある。物理レイヤにおいて、ＳＢ参照点

におけるインタフェースは、１つの送信部につき１つの受信部があるポイント・ポイントであり、他のレ

イヤにおいては、ポイント・マルチポイントであるかも知れない。

2.3.2　622 080kbit/s インタフェースの特性

2.3.2.1　ＴＢ参照点におけるインタフェース

　物理レイヤにおけるこのインタフェースには、ＳＤＨベース物理レイヤを適用する。

　ＴＢ参照点において、インタフェースは１つのＢ－ＮＴ１につき唯１つである。物理媒体の運用は、１

つの送信部につき１つの受信部があるポイント・ポイントである。

　ＴＢ参照点において、ＡＴＭおよび上位レイヤにてオプションとしてポイント・マルチポイント構成が

使用される場合は、該当するレイヤと物理レイヤの関係についての検討が必要である。
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 ａ)

 ｂ)

広帯域 ISDN 物理インターフェースが参照点 SBと TBとにある場合の実現形態

 ｃ)

 ｄ)

広帯域 ISDN 物理インターフェースが参照点 SBにあって TBにない場合の実現形態

 ｅ)

 ｆ)

広帯域 ISDN 物理インターフェースが参照点 TBにあって SBにない場合の実現形態

 ｇ)

 ｈ)

広帯域 ISDN および ISDN 物理インターフェースが参照点 S、SBおよび TBにある場合の実現形態

 ｉ)

 ｊ)

参照点 SBと TBが縮退し、そこに１つの広帯域 ISDN 物理インターフェースがある場合の実現形態

図２－２／ＪＴ－Ｉ４１３

(CCITT I.413)

広帯域ユーザに適用する参照構成の物理的実現例

B-TA

B-NT2　　+　　B-NT1B-TE1

B-NT2　　+　　B-NT1

1

TE2 or

B-TE2

SB

R SB

B-NT2

B-TA B-NT2

B-NT1

B-NT1

B-TE1

TE2 or

B-TE2

TB

TBR SB

SB

B-TA

B-TE1

TE2 or

B-TE2

縮退した SBと TB

縮退した SBと TB

B-NT1

B-NT1

R

機能群を実現する装置参照点における

物理インターフェース

SB

B-NT1

TB

B-NT1

TB

TE1

B-TE1

TATE2

B-TE1

B-NT2

B-NT2

S

SB

SR

B-NT1

B-NT1

B-TE　　+　　B-NT2

B-TA　　+　　B-NT2

1

TE2 or

B-TE2 R

TB

TB
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 ａ．集中形Ｂ－ＮＴ２構成

 ｂ．分散形Ｂ－ＮＴ２構成

 ｂ１．一般構成

（注ｂ）

 ｂ２．物理構成

B-TE1

B-NT1B-NT2B-TE1

B-TE1

SB

TBSB

SB

B-NT2

B-NT1

B-TE1

SB

M　A

B-TA B-TA

M　A M　AM　A

SB

RR

W TB

(注ａ)

TE2 or

B-TE2

TE2 or

B-TE2

W W

B-TE1

B-NT1B-TE1

B-TE1

M　A

M　A M　A

M　A

(注ａ)

SBW W

TBSB

W W

SB

W TBW
B-NT1

B-TE1B-TE1

M　AM　A M　A

SBSB (注ａ)



- 5 - ＪＴ－Ｉ４１３

 ｃ．マルチアクセス形Ｂ－ＴＥ構成

 ｃ１．一般構成（注ｇ）

 ｃ２．物理構成

　（注ａ）－ＭＡ：媒体アダプタ；分散形 B-NT2 の特定のトポロジーに適用される。Ｗ点におけるインタ

フェースは、トポロジーに依存する要素を包含しているかもしれない；このインタフェースは

非標準であるかも知れない。

　（注ｂ）－リング形構成の場合の２つの媒体アダプタの間には、物理リンクがあるであろう。

　（注ｃ）－リング形構成の場合の B-TE*と B-NT2 との間には、物理リンクがあるであろう。

　（注ｄ）－B-TE*は共有媒体アクセス機能を包含している。

　（注ｅ）－ＳＳＢインタフェースの測定可能な物理特性は、ＳＢインタフェースのそれらと同一である。

しかしながら、このインタフェースの機能特性は、ＳＢインタフェースのそれらを上位包含し

ているかも知れない。

　（注ｆ）－ＳＢとＴＢが縮退している場合、B-NT2 は存在しない。

　（注ｇ）－マルチアクセス形の B-TE 構成では、付加的な終端機能（例；バス構成におけるループバッ

ク）および運用保守機能が必要であるかも知れない。これらの機能における要求条件および実

現については、検討が必要である。

図２―３／ＪＴ―Ｉ４１３　マルチポイント適用時の参照構成の物理的実現例

（CCITT I.413)

B-NT2 B-NT1

(注ｃ)

TBSBSSBSSB
B-TE* B-TE*B-TE*

SBSSBSSB
B-TE*

B-NT2

B-TE*B-TE*

(注ｄ)(注ｅ)

TBSB

SB

SSBSSB

SSBSSB

B-TE* B-TE*B-TE*

B-TE* B-TE*B-TE*

B-NT1

TBSSBSSB SB
B-NT2 B-NT1

(注ｆ)(注ｄ)(注ｅ)

B-TE* B-TE*B-TE*

SB

B-NT2 B-NT1
TBSSBSSB

B-TE* B-TE*B-TE*
SB
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2.4　ＩＳＤＮインタフェース間の関係

　図２－２ｇ／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－２ｈ／ＪＴ－Ｉ４１３にＳＢ、Ｓそれぞれで生じうる広帯域ＩＳ

ＤＮ及びＩＳＤＮインタフェース構成を示す。

　この場合、Ｂ－ＮＴ２はＳとＳＢ両方のインタフェース能力を保証しなければならない。Ｓ参照点で端

末をサポートする他の構成も存在する。

2.5　機能群への広帯域ＩＳＤＮモデルの適用

2.5.1　概説

　それぞれの機能群の機能リストを以下に示す。個々の機能は必ずしも一つの機能群には制約されない。

例えば“インタフェース終端”機能は、Ｂ－ＮＴ１、Ｂ－ＮＴ２、Ｂ－ＴＥの各機能リストに含まれてい

る。Ｂ－ＮＴ１、Ｂ－ＮＴ２、Ｂ－ＴＥ、Ｂ－ＴＡに対する機能リストはすべてを尽くしてはいない。機

能群の特定の機能は存在しない場合もありうる。機能群の完全な記述は今後の検討課題である。

2.5.2　広帯域ＩＳＤＮの網終端装置１（Ｂ－ＮＴ１）

　Ｂ－ＮＴ１は、ＯＳＩ参照モデルのレイヤ１とほぼ等しい機能を有する。Ｂ－ＮＴ１機能の例を以下に

示す。

－伝送路の終端

－伝送インタフェースの処理

－運用保守機能

　伝送システムに特定した付加機能が要求される場合もある。Ｂ－ＮＴ１の電源供給方法は今後の検討課

題である。

2.5.3　広帯域ＩＳＤＮの網終端装置２（Ｂ－ＮＴ２）

　Ｂ－ＮＴ２は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのレイヤ１及び高位レイヤとほぼ等しい機能を有

する。Ｂ－ＮＴ２はＴＢとＳＢが共通の場合は存在しない。Ｂ－ＮＴ２の機能の例を以下に示す。

－異なる媒体とトポロジー間の整合機能（ＭＡ機能）

－分散形Ｂ－ＮＴ２の機能

－セル同期

－集線

－バファリング

－多重／分離

－リソース配分

－ユーセージパラメータ制御

－信号のアダプテーションレイヤ機能（内部トラフィック）

－インタフェースの処理（ＴＢとＳＢインタフェース）

－運用保守機能

－信号プロトコルの処理

－内部接続の交換

Ｂ－ＮＴ２は集中形又は分散形で実現される。特定のアクセス配置では物理接続のみ行う。Ｂ－ＮＴ２

が存在する場合にはローカル給電である。
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2.5.4　広帯域ＩＳＤＮの端末装置（Ｂ－ＴＥ）

　Ｂ－ＴＥは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのレイヤ１及び高位レイヤに渡る幅広い機能を有す

る。Ｂ－ＴＥの機能の例を以下に示す。

－ユーザ／ユーザ、ユーザ／マシンの対話とプロトコル

－インタフェース終端と他のレイヤ１機能

－信号プロトコルの処理

－他の装置との接続の処理

－運用保守機能

　ＳＢインタフェースからのＢ－ＴＥへの給電は今後の検討課題である。

2.5.4.1　広帯域ＩＳＤＮの端末装置１（Ｂ－ＴＥ１）

　Ｂ－ＴＥ１は、Ｂ－ＴＥ機能群に属する機能を有し、かつ広帯域ＩＳＤＮのＳＢとＴＢ、ＳＢあるいはＴＢ

インタフェース勧告に適合するインタフェースを有する。

2.5.4.2　広帯域ＩＳＤＮの端末装置２（Ｂ－ＴＥ２）

　Ｂ－ＴＥ２は、Ｂ－ＴＥ機能群に属する機能を有し、かつ広帯域ＩＳＤＮインタフェース勧告以外のイ

ンタフェース勧告、あるいはＣＣＩＴＴ勧告に含まれないインタフェースを有する。

2.5.5　広帯域ＩＳＤＮの端末アダプタ（Ｂ－ＴＡ）

　Ｂ－ＴＡは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのレイヤ１及び高位レイヤにほぼ等しい機能を有し、

このＴＡよりＴＥ２又はＢ－ＴＥ２端末を広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに接続しうるもので

ある。

3．物理レイヤ情報フローとインタフェース機能

　物理レイヤ機能と物理レイヤプリミティブは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３２１の４．２節にて定義されてい

る。本節では、物理媒体（ＰＭ）サブレイヤ、伝送コンバージェンス（ＴＣ）サブレイヤと隣接したエン

ティティ（ＡＴＭレイヤと管理プレーン）間の情報フローを定義している。

　ここで定義されている情報フローは、物理的実現を意味するものではない。本節で定義されている情報

フローは、すべての場合を尽くしていないかもしれない。

3.1　他のサブレイヤ及びエンティティとの関係

　以下に規定される情報フローは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．３２１の中でプリミティブにより提供される。こ

れらのプリミティブを規定するためには継続検討が必要である。



ＪＴ－Ｉ４１３ - 8 -

3.1.1　ＰＭサブレイヤとＴＣサブレイヤ間でやりとりされる情報

ａ）　ＰＭサブレイヤからＴＣサブレイヤへ

　ＰＭサブレイヤは少なくとも以下の情報をＴＣサブレイヤへ提供する。

－論理的な符号の流れ（ビットなど）

－対応するタイミング情報

ｂ）　ＴＣサブレイヤからＰＭサブレイヤへ

　ＴＣサブレイヤは少なくとも以下の情報をＰＭサブレイヤへ提供する。

－論理的な符号の流れ（ビットなど）

－対応するタイミング情報

3.1.2　物理レイヤとＡＴＭレイヤ間でやりとりされる情報

ａ）　物理レイヤからＡＴＭレイヤへ
１）

　物理レイヤは少なくとも以下の情報をＡＴＭレイヤへ提供する。

－有効セル（空きセルと物理レイヤＯＡＭセルを除く）

－対抗するタイミング（データの存在とクロック情報など）

ｂ）　ＡＴＭレイヤから物理レイヤへ

－アサインされたセルとアサインされないセル

－対応するタイミング（データの存在とクロック情報など）

　使用されるセルが無い時は、データは転送されず、物理レイヤは伝送するデータフローを作

るために空きセルを挿入する。

3.1.3　物理レイヤと管理プレーン間でやりとりされる情報

ａ）　物理レイヤから管理プレーンへ

－入力信号断

－受信エラー表示　又は　劣化した誤り品質の表示

　ビットエラーの検出は、予期せぬコードバイオレーション受信　又は他のビットエラー検出

方法による。

　さらに、他の情報が管理プレーンへ提供されるが、今後の検討課題である。

ｂ）　管理プレーンから物理レイヤへ

　今後の検討課題である。

───────────────────────────────────────────

１）
　物理レイヤはＡＴＭレイヤへクロックを供給する。このクロックは物理レイヤのライン速度から抽出

される。（例えば、ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ４３２で標準化されるユーザ・網インタフェースの１５５

５２０ｋｂｉｔ／ｓのビットクロック）アプリケーションによっては、空きセルが物理レイヤにより廃

棄されたことをＡＴＭへと示す必要があるかもしれない。

　２つの可能なアプリケーションとして、一般的フロー制御（ＧＦＣ）とトラヒックフローのシェーピ

ングがある。
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3.2　動作モード

　ノーマルモード：完全な起動状態

　電源喪失時の緊急モードや省電力のための停止モードのようなその他のモードについては、今後の検討

課題である。

3.3　インタフェースの機能

3.3.1　データ転送

　ユーザー情報は、シグナリングのような接続に関する機能の情報とともにＡＴＭセルで運ばれる。物理

レイヤに関係する運用保守情報は使用される伝送形態（ＳＤＨベース、またはセルベース）と機能エン

ティティに応じて、伝送オーバヘッドの中またはＰＬ－ＯＡＭセルで運ばれる。

3.3.2　タイミング

　ビットタイミングは、ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ４３２で規定される。

3.3.3　ビット列の独立性（ＢＳＩ）

　ＰＭおよび対応する伝送システムのペイロードは、ビット列の独立性（ＢＳＩ）が保証されなければな

らない。

3.3.4　給電

　今後の検討課題である。

3.3.5　起動／停止

　今後の検討課題である。

4．ＵＮＩに関連する運用保守機能

ＵＮＩと関連する次の運用保守機能は、ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．６１０に記述されている。

　(1) 　保守信号の送受信（例えば、警報表示信号(AIS) や遠端受信故障情報(FERF)等）

　(2) 　品質監視

　(3) 　制御情報通信規定

　オーバヘッドの能力を上記の機能に充てるべきではあるが、厳密には物理レイヤのオプションの選択、

即ちＳＤＨベースかあるいはセルベースを選択するかが、これらの機能の実現を決定する。これらの保守

機能の実現については、ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｉ４３２に記述されている。セル同期やヘッダ誤り品質を監

視するのに必要な保守情報の定義は、今後の検討課題である。
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付録　ＴＴＣ標準用語対照表

英　　　　　語 ＴＴＣ標準用語

B-ISDN 広帯域ＩＳＤＮ

broadband 広帯域

cell セル

cell delineation セル同期

Generic Flow Control (GFC) 一般的フロー制御

header ヘッダ

Medium Adaptor 媒体アダプタ

multipoint マルチポイント

OAM 運用保守

Physical Medium (PM) 物理媒体

Transmission Convergence (TC) 伝送コンバージェンス

valid cell 有効セル


	　　



